
NPO法人道普請人のアフリカ諸国での活動状況 2017年1月17日現在

国名 対象地域 事業名 形態 内容 事業費（円） 期間
施工内容・道

路構造物

施工延長

(m)

土のう敷

設延長

(m)

平均施工
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直接裨益

者数

間接裨益

者数
事業資金源・体制 協力機関

トゥルカナ
カロベエイ居住区コミュニティ・難民への土のうによる道路
整備・園芸生産に関する技能向上プロジェクト

CORE
受託

施工 7,000,000 2016.10 - 2017.3 路盤、表層、た
め池、園芸研修

UNHABITAT(国連人間居住

計画）、NPOピースウィンズ
ジャパン

トゥルカナカウンティ

ナイロビ ナイロビ日本人学校通学路整備事業
助成＋
自己

施工

3,494,157
(1,397,663+

2,096,494)
2016.6-8 路盤、表層、カ

ルバート置換
540 100 6,300 50 - 外務省日本ＮＧＯ連携無償資

金協力＋自己資金
ナイロビカウンティ、ナイロ
ビ日本人学校

キシイ Routine Maintenance Contractors Course at KTC CORE
受託

研修講

師
USD 242,757 2015.3-8 LBT, Maintenance 90 90 - 120 - Ministry of Transport and

Infrastructure, GOK
Ministry of Transport and
Infrastructure

Dagoretti corner, Nairobi Strenghthening Capacity on Road Maintenance
Management through Contracting (PhaseII)

CORE
受託

施工 USD 9,084 2015.1 路盤、表層 25 25 - 15 - JICA, 建設技研インターナ

ショナル

Ministry of Transport and
Infrastructure

ブシア、マクエニ、クワレ
若者グループに対する持続的な雇用創出と自立支援に
向けた「土のう」による道路補修事業（第3フェーズ）

助成 施工 USD 313,976 2016.11 -
2017.11 路盤、表層

Ministry of Transport,
Infrastructure, Housing &
Urban Development
Kenya Rural Road Authoritiy
Kenya Urban Road Authority
Counties

ブンゴマ、カジアド、エ

ンブ、タイタタベタ

若者グループに対する持続的な雇用創出と自立支援に

向けた「土のう」による道路補修事業（第2フェー

ズ）

助成 施工 USD 295,251 2015.11 -
2016.11 路盤、表層 2,079 2,079 - 425 -

Ministry of Transport and
Infrastructure
Kenya Rural Road Authoritiy
Kenya Urban Road Authority
Counties

キシイ、ケリチョ、ボ

メット、ナクル、マチャ

コスカウンティ

若者グループに対する持続的な雇用創出と自立支援に

向けた「土のう」による道路補修事業（第1フェー

ズ）

助成 施工 USD 337,347 2014.11 -
2015.11 路盤、表層 2,219 2,219 3080 627 -

Ministry of Transport and
Infrastructure
Kenya Rural Road Authoritiy
Kenya Urban Road Authority
Counties

ガリッサ
Youth Employment for Sustainable Development
(YESD)

CORE
受託

施工 USD 193,567 2014.1-12 路盤、表層 467 467 - 293 - International Labour
Organization (ILO)

Ministry of Transport and
Infrastructure

｢農民組織の持続的な活性化に向けた「土のう工法」

を用いた農道整備事業 （第3フェーズ）｣
助成 施工 USD 437,564 2013.11 -

2014.11 路盤、表層 5,320 5,320 1,487 755 -

｢農民組織の持続的な活性化に向けた「土のう工法」

を用いた農道整備事業 （第2フェーズ）｣
助成 施工 USD 347,810 2012.10 -

2013.10 路盤、表層 3,446 3,446 3,776 875 62,000

｢農民組織の持続的な活性化に向けた「土のう工法」

を用いた農道整備事業 （第1フェーズ）｣
助成 施工 USD 138,849 2011.9 -

2012.9 路盤、表層 1,767 1,767 2,067 511 -

全国
地方分権下における小規模園芸農民組織強化・振興プ

ロジェクト（専門家派遣）
受託 研修 6,732,700 2016.3-4 路盤、表層、

排水施設
- - - - - JICA（業務実施）

Ministry of Agriculture,
Livestock and Forestry
Horticultural Crops
Directorate

全国
小規模園芸農民組織強化・振興ユニットプロジェクト

（専門家派遣）
受託 研修 -

2012.2 - 3,
2013.4,

2013. 10 - 12
2014.7-8

路盤、表層、

排水施設
1,635 1,635 700 8,631 - JICA（業務実施）

Ministry of Agriculture
Horticultural Crops
Development Authority

外務省日本ＮＧＯ連携無償資
金協力

ケニア

ウワシンギシュ

バリンゴ

エルゲヨマラクエット

キアンブ

ムランガ

キリニャガ

（県）

外務省日本ＮＧＯ連携無償

資金協力

Ministry of Road
Kenya Rural Road
Authoritiy
Kenya Urban Road
Authority
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ナクル
次世代に資源を残すために地域で取組む東アフリカ最大
のマウ天然林保全プロジェクト 助成

デモ研

修
5,997,600 2016. 1 -

2017.12

苗木育成、植

林、テラシン

グ

バリンゴ県
ケニア、バリンゴ山間地の農民グループによる樹木苗

作りと｢土のう｣を使った土壌保全
助成 研修 5,290,000 2014. 1 -

2015.12

苗木育成、植

林、テラシン

グ

- - - 108 -

エルゲヨマラクエット県
ケニア五大水源地の一つチェランガニ山系の森林再生

への草の根農民からのアプローチ
助成

研修、

施工
6,986,000 2012.1 -

2013.12

路盤、表層、苗

木育成、植林、

テラシング

343 343 750 78 -

エルゲヨマラクエット県

天然熱帯林（水源地）再生と水のユーザーである村の

環境保全への草の根アプローチ, ケニア西部山間地の

農民グループによる樹木苗作りと「土のう」を使った

土壌保全

助成 研修 5,000,000 2011.1 -
2011.12

苗木育成、植

林、テラシン

グ

- - - 200 -

ライキピアイースト県

ケニア半乾燥地で行う地域ぐるみで取り組む環境改善

活動 ～自らの暮らしの向上を目指す農と工からのア

プローチ～

助成
研修、

施工
3,254,000 2012.4 -

2013.3

路盤、表層、

苗木育成、植

林、テラシン

グ

85 85 800 25 - The Lolldaiga Institute

トランゾイヤウエスト,
ウワシンギシュウエスト,
ウワシンギシュイースト

（県）

東アフリカ農村部における人々の暮らしの向上
と環境保全の両立への挑戦　｢土のう」を使った
生活環境改善の実践

助成 研修 4,641,000 2010.4 -
2011.3

苗木育成、植

林、テラシン

グ

- - - - - Kenya Forest Service

ケリオノース（県）
｢土のう｣を使った、野生動物保護区の土壌流失
防止と未舗装道路の改修についての技術支援

助成
研修、

施工
500,000 2012.1 - 2012.

4

路盤、表層、

苗木育成、植

林、テラシン

グ

240 240 800 30 - Kenya Wildlife Service

マリガット（県）
ケニアのサバンナにおける農民自らが行う洪水
防止のための環境復元活動

助成 施工 700,000 2010.12 -
2011.5

堤防、護岸、

盛土
- - - 31 1,500 -

ウオレン（県）
洪水から水資源へ　ケニア農村部住民による降
雨を水資源として有効利用する手法の提案

助成 施工 1,000,000 2010.4 -
2011.3

路盤、表層、

苗木育成、植

林、テラシン

グ

220 120 - 46 - 財団法人　日立環境財団 -

ナンディ

ウアシンギシュ

エルゲヨマラクエット

トランゾイア

（県）

Youth Employment for Sustainable Development
(YESD)

CORE
受託

施工 USD 280,000 2012.5 - 11 路盤、表層 6,678 6,507 2,050 500 - International Labour
Organization (ILO)

Ministry of Road
Kenya Rural Road
Authoritiy
Kenya Urban Road
Authority

ナイロビ市 ナイロビスラム地区での道路補習
CORE
受託

施工 - 2013.6 路盤、表層 230 230 - 30 - （特活）チャイルドドク

タージャパン

（特活）チャイルドドク

タージャパン

エルゲヨマラクエット

(県）
リフトバレー州北部における園芸農業振興事業

CORE
受託

研修 ksh 47,500 2009 園芸研修 - - - 68 - SNV: Netherlands
Development Organization

Ministry of Agriculture
Horticultural Crops
Development Authority

トヨタ環境活動助成プログラ
ム

Kenya Forest Service

ケニア

三井物産環境基金

大成建設自然・歴史環境基

金助成事業
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ナンディ（県） パッションフルーツ生育研修
CORE
受託

研修 ksh 47,500 2010 園芸研修 - - - 25 - Horticultural Crops
Development Authority

Ministry of Agriculture
Horticultural Crops
Development Authority

ウアシンギシュ（県）

アフリカ農村部の草の根ヒーローたちが地元を元気に

する！アフリカ農村部住民の中で芽生えた自分達で自

分達の道を直すという意識と自信を地域の活性化につ

なげる手法の開発

助成 施工 3,000,000 2010.11 -
2011.11 路盤、表層 1,125 1,118 1,000 120 462 Ministry of Agriculture

ウアシンギシュ（県）

アフリカの農村が自ら豊かになるためにー日本の地域

社会を支えてきた精神と農工技術を正しく地域住民へ

移転することにより、人々の潜在的活力を引き出す手

法の開発

助成 施工 5,000,000 2009.11 -
2010.11 路盤、表層 607 607 - 109 - Ministry of Agriculture

26,577 26,298 13,622 63,962

アチョリ

ウガンダ国アフリカ地域市場志向型農業振興（SHEP
アプローチ）の広域展開促進調査（土のうを利用した

農道整備）

受託 調査 2,601,720 2015.4-5 調査 - - - - - JICA（業務実施）

Ministry of Agriculture,
Animal Industry and
Forestry

アチョリ
アチョリ地域地方道路網開発計画プロジェクト

道路維持管理パイロットプロジェクト（専門家派遣）
受託 施工 1,860,000 2011.11-12 路盤、表層 6,505 - - - -

JICA事業、実施コンサルタ

ントの㈱エイト日本技術開

発より受託

Ministry of Works and
Transport, Local district
governments in Acholi
sub-region districts

ジロブエ（サブカウンティ） 青年海外協力隊への「土のう」による道直し研修 （自己） 施工 300,000 2010.11 路盤、表層 1,000 1,000 - - - 京都大学 -

カリロ（サブカウン

ティ）

青年海外協力隊への「土のう」による道直し研修（専

門家）
協力 施工 - 2008. 5 路盤、表層 10 10 - - - JICA事業の「小規模園芸農

民組織強化」から派遣

Ministry of Works and
Transport

ドーホ灌漑地区 青年海外協力隊への「土のう」による道直し研修 （自己） 施工 - 2007. 9 路盤、表層 100 100 900 120 - 京都大学
Ministry of Works and
Transport

7,615 1,110 120 0

ネワラ県
The project for the road rehabilitation of Mkoma II
Sokoni-Lihanga via Chimemena Hill to Mkungu Road 受託 施工 USD 42,133 2016.3 - 2017.3

急坂部コンク

リート舗装、擁

壁

530 100 13,300 25 3,700 ネワラ県、在タンザニア日本大使館草の根人
間の安全保障無償資金協力 Newala District

トゥクユ市
コミュニティ参加による「土のう」を利用した農道整

備事業（フェーズⅢ）
助成 施工 1,740,000 2014. 4 -

2015. 3 路盤、表層 280 280 - 150 - 日本国際協力財団

トゥクユ市
コミュニティ参加による「土のう」を利用した農道整

備事業（フェーズⅡ）
助成 施工 1,490,000 2013. 4 -

2014. 3 路盤、表層 268 268 - 480 - 日本国際協力財団

トゥクユ市
コミュニティ参加による「土のう」を利用した農道整

備事業（フェーズⅠ）
助成 施工 1,475,000 2012 .4 -

2013. 3 路盤、表層 74 74 - 25 - 日本国際協力財団

トゥクユ市 青年海外協力隊への「土のう」による道直し研修 （自己） 施工 - 2010.8 路盤、表層 20 20 - - - 青年海外協力隊村落部会、

京都大学
-

タンザニア

Appropriate Technology
Training Institute (ATTI),
Ministry of Infrastructure
Development, Municipal
of Tukuyu

ケニア

合計

ウガンダ

合計

トヨタ財団より京都大学へ

の研究助成事業、協力者と

して現場活動実施
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トゥクユ市

LBT研修機能強化プロジェクト（5年次）

パイロットプロジェクト（メンテナンス）（専門家派

遣）

受託 施工 - 2010. 7 - 9 路盤、表層 154 154 1,700 150 -
JICA事業、実施コンサルタ

ントの㈱エイト日本技術開

発より受託

Appropriate Technology
Training Institute (ATTI),
Ministry of Infrastructure
Development

1,326 896 830 3,700

東部州Bertoua地域、南部

州Ebolowa地域、および

東部州のBoumba-Bek及
びNki国立公園周辺

カメルーン熱帯林とその周辺地域における持続的生業

戦略の確立と自然資源管理：地球規模課題と地域住民

のニーズとの結合

協力 研究 - 2010.4 -
2015.3

建物基礎、テ

ラシング
- - - - -

地球規模課題対応国際科学

技術協力（SATREPS事
業）、研究協力者として参

画

国立農業開発研究所

(IRAD)、ヤウンデ大学、

チャン大学、ドゥアラ大

学

中央州、レキエ県 青年海外協力隊への「土のう」による道直し研修 （自己） 施工 - 2011.8 路盤、表層 10 10 5,000 66 - JICA協力隊活動支援経費、

道普請人

Commune d'Ebebda （エ

ベブダ郡庁）

ガーナ
アシャンテ州, アッパー

ウェスト州

ガーナ国日本発「土のう」による農村道路整備事業準

備調査（BOP ビジネス連携促進）
受託 施工 49,807,800 2010.2-2013.3 路盤、表層 921 921 3,900 300 -

JICA事業、 ㈱パデコと㈱

国際開発アソシエイツとの

JVで受託

Department of Feeder
Road

住民参加型渡河部橋梁架設事業（フェーズII） （自己） 施工 932,837 2014-2015 コンクリート橋 6 - - 100

住民参加型渡河部橋梁架設事業（フェーズI） （自己） 施工 - 2013.10 コンクリート

橋
- - - - -

National Council for Construction (NCC)に対するデモ

研修
（自己） 施工 - 2010.10 路盤、表層 57 57 - - -

京都大学、道普請人（ケニ

ア人スタッフが研修補

助）、JICA国内研修（大

阪）「道路整備」を受講し

たNational Council for
Construction (NCC)職員か

らのデモ研修の要請

National Council for
Construction (NCC)

デモ研修実施箇所の経過確認とNCCへのフォローアッ

プ
（自己） 調査 - 2011.2 - 3 - - - - - - 京都大学、NEXCO西日本

（研修生2名）

National Council for
Construction (NCC)

63 57 100 0

南スーダン ジュバ市
JICS、ジュバ市道路橋梁建設・改修計画での土のう工

法デモ研修

（自

己）
施工 - 2012.12 路盤、表層 30 - - - -

京都大学、 同事業を受注し

た㈱建設技研インターナ

ショナルからのデモ研修の

要請

-

ベンパ州
現地を拠点とする「モザンビークいのちをつなぐ会」と連携
した、活動地域の道路調査

（自己） 調査 584,464 2016.4 - - - - - - 京都大学、道普請人 -

マプト市
青年海外協力隊への「土のう」による道直し研修と、

モザンビーク道路公社(ANE)との協議
自己 協議 - 2014.1 - - - - - - 道普請人

ANE (National Road
Administration)

モザンビーク

合計

カメルーン

ザンビア

チサンバ県、セントラル

州

京都大学、道普請人, （特

活）TICO（ザンビア事務

所）との連携

-

ルサカ, Njolwe
community

合計
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マプト州マシュボ

モザンビーク道路公社(ANE)からの要請による、JICA
道路政策アドバイザーと連携した「土のう」を利用し

た農道整備事業

（自己） 施工 - 2013.3 路盤、表層 11 11 - 12 - 京都大学、道普請人（ケニ

ア人スタッフが研修補助）
ANE

バンフォラ市
ブルキナファソ西部における住民参加型地方道路整備事
業

助成 施工 2017.4-2018.3 路盤、表層 日本国際協力財団 バンフォラ市

カスケード州コモエ県,
シデラドゥグ市

オートバッサン州ウエ県,
ペニ市

農民組織の持続的な活性化に向けた「土のう工法」を用
いた農道改築事業　第2フェーズ

助成 施工 208,998 € 2016.2-2017.2 盛土、路盤、

表層
1,607 990 外務省日本ＮＧＯ連携無償

資金協力
バンフォラ市
シテラドゥグ市

カスケード州コモエ県

シデラドゥグ市

農民組織の持続的な活性化に向けた「土のう工法」を

用いた農道改築事業
助成 施工 147,747 € 2014.10 -

2015.10
盛土、路盤、

表層
1,860 1,860 - 270 - 外務省日本ＮＧＯ連携無償

資金協力

バンフォラ市

シテラドゥグ市

コモエ県 住民森林管理グループへの土のう工法研修 自己 施工 - 2014.3 盛土 85 85 - - - 京都大学、道普請人、株式

会社ア・ダンセ との連携
森林管理グループ

3,552 2,935 270 0

コートジ

ボワール
アンヤマ、タブエ

JICA国内研修生、開発コンサルタントと連携した土の

う工法導入準備調査
自己 施工 - 2015.8 路盤・表層 30 30 - - - 京都大学、道普請人

State Ministry of Interior
（内務省）

コンゴ民

主共和国
キンシャサ市

コンゴ民主共和国キンシャサ緊急開発調査(フェーズ

2) (LBT施工管理(4))でキンシャサ市内で土のうによる

道路整備研修（専門家派遣）

受託 施工 541,559 2009.9 路盤・表層 100 100 - 50 -
JICA,事業、実施コンサル

タントの㈱エイト日本技術

開発より受託

Province de Kinshasa

キガリ、ブゲシェラ県

農道整備と環境保全型農業普及による農村コミュニ

ティ開発（2年次事業） 助成 施工 2,500,000 2016.4-2017.3 路盤・表層/環
境保全型農業

70 70 11,000 20 500 日本国際協力財団 Ministry of Infrastructure

キガリ、ブゲシェラ県

農道整備と環境保全型農業普及による農村コミュニ

ティ開発 助成 施工 3,966,742 2015.4-2016.3 路盤・表層/環
境保全型農業

80 50 1,500 40 250 日本国際協力財団 Ministry of Infrastructure

キガリ、ブゲシェラ県
ルワンダ人留学生とインフラ省の協働による土のう工

法普及事業
自己 施工 - 2014.10 路盤・表層 20 20 - 10 - 京都大学、道普請人 Ministry of Infrastructure

170 140 70 750

バイドア

Durable Solutions for Somali refugee returnees
through Repatriation, Assistance and Promoting
Sustainable Livelihoods Project

CORE
受託

施工 USD 133,944 2016.1-3 路盤、表層 634 624 - 134 - International Labour
Organization (ILO) Bidoa District

バイドア

Durable Solutions for Somali refugee returnees
through Repatriation, Assistance and Promoting
Sustainable Livelihoods Project

CORE
受託

施工 USD 17,939 2014.9 路盤、表層 87 86 - 30 - International Labour
Organization (ILO) Bidoa District

721 710 234 750

ルワンダ

合計

ソマリア

合計

合計

ブルキナ

ファソ



NPO法人道普請人のアフリカ諸国での活動状況 2017年1月17日現在

国名 対象地域 事業名 形態 内容 事業費（円） 期間
施工内容・道

路構造物

施工延長

(m)

土のう敷

設延長

(m)

平均施工

単価

（円/m)

直接裨益

者数

間接裨益

者数
事業資金源・体制 協力機関

アジスアベバ

ジンカ
科学技術大学と連携したコミュニティ防災事業準備調査 （自己） 調査 380,000 2017.1 - - - - - -

理事長を研究代表者とする

科学研究費助成事業に，研

究協力者として参画

Addis Ababa Science &
Technology University,
South Omo Zone

アジスアベバ

ジンカ

科学技術大学と連携したコミュニティ防災事業準備調

査
（自己） 調査 800,000 2016.7-8 - - - - - -

理事長を研究代表者とする

科学研究費助成事業に，研

究協力者として参画

Addis Ababa Science &
Technology University,
South Omo Zone

アジスアベバ 科学技術大学と連携した土のう工法普及事業準備調査 （自己） 施工 800,000 2015.9-10 路盤、表層 30 30 - 20 300
理事長を研究代表者とする

科学研究費助成事業に，研

究協力者として参画

Addis Ababa Science &
Technology University

30 30 254 1,050

14 ヶ国 合計 41,155.5 33,248 15,928 70,212

合計

エチオピア


